
月に、大海人皇子や内大臣中臣鎌

足以下の臣下を連れて、「山科野」

に狩猟したという記事が『日本書

紀』にあり、文献上にはじめて山

科の地名が見える。近江から大和

へ通じる道筋（古北陸道）にあた

る山科はまた、『扶桑略記』に山
やま

階
しな

陶
すえ

原
はら

家
のや

としるされた鎌足の居宅が

この地にあったとみられるなど、

中臣氏一族とゆかりの深いところ

である。話しは前後するが、中臣

遺跡は 1969 年に西野山中臣町で、

地元の高校生によって発見された

弥生土器により、その存在が明ら

かになった。発見された地名にち

なんで、中臣遺跡と命名された。

この中臣町という地名の由来は定

かでないが、中臣氏あるいは中臣

部の人々と因縁浅からぬことがら

として伝承され、いまに残ったの

であろうか。

さて、本題にもどろう。この中

臣遺跡から出土したもっとも古い

年代の遺物には、今からおよそ

一万年前の有舌（茎）尖頭器と呼

ばれる石製の槍先がある。ただ残

念ながら、この時期の人々の生活

の痕跡は、現在までのところ見つ

かっていない。次に人々の活動し

た痕跡がわかるのは、縄文時代中

期の終わり頃からのちである。竪

穴住居などの住居跡はこれまで発

見されていないが、ごみ捨て穴と

みられる土壙や、煮たきに使って

立会調査などの成果から、遺跡の

範囲はほぼ画定されている。それ

によると、合流点から北へ約 1.1km、

東西約 0.8km の範囲にわたって広

がり、面積約 60ha を有する大規模

な遺跡である。

中臣遺跡が位置する台地および

その周辺は、古くから栗
くる

栖
す

野
の

と呼

ばれ、この栗栖野の地は平安時代

には天皇や貴族がしばしば遊猟し、

また歌詠みの名所として知られて

いた。ところで、山科の地が歴史

上にスポットを浴びることになる

のはこれより古く、天智天皇が近

江・大津の地に宮を構える頃のこ

とである。天智天皇８年（669）５

中
なかとみ

臣遺跡の所在する山科盆地は

東側を音羽・醍醐山地に、北側を

比叡山地南部にあたる如意ケ嶽を

はじめとする山塊に、西側を東山・

桃山丘陸によって画され、南側だ

けが開いた形となっている。この

小盆地の中央部を山科川が南流し、

盆地西寄りには旧安祥寺川の流れ

がある。やがて盆地南端部付近で

この両河川は合流し、更に南の六

地蔵付近で宇治川に注ぎこむ。

中臣遺跡は、山科川と旧安祥寺

川の合流点の北側に広がる台地上

（下位洪積段丘）に位置する。これ

まで 70 次を数える発掘調査や下水

道工事などにともなって実施した
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いた甕を転用して棺にした甕棺墓

などの墓跡を数箇所で発見してい

る。遺物では、この頃の土器や石鏃・

石斧・石皿・磨
すり

石
いし

・石錘などの石

器が多く出土している。この頃ま

での人々は狩猟・漁撈や木の実な

どの採集という、自然の幸に大き

く依存した生活を送っていた。

こういう時代の終り頃、九州地

方の北部を中心とした地域に大陸

から稲作が伝来した。やがて、近

畿地方にも伝えられ、その頃より

あまり時日を経ることなく、中臣

遺跡の人々ヘも稲作が伝えられた。

この時代を弥生時代という。

中臣遺跡ではこれまでのところ、

弥生時代の中頃までの竪穴住居跡

を発見していないが、溝で墓域を

方形に区画した方形周溝墓や単に

地面を掘り窪めただけの土壙墓な

どの墓跡を発見している。弥生時

代の終り頃から前方後円墳などの

古墳が作られる古墳時代の初め頃

にかけて、竪穴住居・方形周溝墓

などを多数発見しており、集落の

隆盛を迎える。発見した竪穴住居

の平面形を見ると、方形・円形・

多角形とあり、方形の竪穴住居が

もっとも多い。なお、多角形は五

角形と六角形を発見している。次

に、大きさについてみると５ｍ未

満、５〜７ｍ、７ｍ以上の大中小

があり、概して方形竪穴住居は中

小に、円形・多角形竪穴住居は大

中に属している。

竪穴住居から出土した土器につ

いてみると、地元で作られた土器

に混じって、当時の中心地であっ

た河内地方で作られた壷などの土

器が出土している。また地元で作

られた土器にも、形や文様などに

先述の河内や近江・東海地方など

の強い影響を受けたものが見られ

る。このような文化の伝播現象は、

古代を通じて全般に認められる。

中臣遺跡が古代の重要な道筋に位

置していることと無縁ではなかろ

う。

さて、古墳時代の中頃は人々の

活動した痕跡があまり明確ではな

い。しかし、古墳時代の終り頃から、

ふたたび隆盛期を迎えることにな

る。集落に関する遺構には、竪穴

住居、掘立柱建物、用・排水路を

兼ねた区画溝などが多く発見され

ている。この時代の竪穴住居は平

面形が全て方形で、壁際の一箇所

にはほぼ例外なく、粘土などで築

いた作り付けのカマドがある。掘

立柱建物は、その主軸方向が７世

紀後半頃のある時点を境に変る。

それまでまちまちであったものが、

ある時以降、方位にのっとった配

置を採るようになる。この背景に

は、条里制の施行が介在している

とみられる。また墓として中臣

十三塚と呼ばれる古墳群が、遺跡

の北西地城を中心に築かれる。

中臣遺跡の移り変わりを大雑把

にみてきた。遺跡の所在する台地

は、現在、宅地造成が急速に進行

しており、つい 20 年程前までみる

ことができた、弥生時代から連綿

と続いた農村風景は、今や見る影

もない。しかし、景観をかえなが

らも今も地下には当時の人々の活

動した痕跡がしるされているので

ある。

発見された焼失住居　（黒く見えるのは焼けた建材）年表


